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６月・・・家庭学習強調週間
お子様が家庭学習に取り組む時間の確保、
保護者の皆様のご協力をお願いいたします!

すでに文書にてお知らせしておりますように、今月は家庭学習強調週間です。お子様の家庭学習の取組状況はい

かがでしょうか。

昨年度、児童に行った「学習に関するアンケート」で「授業がわかる・楽しい」という質問項目は、全児童の約９割が

肯定的な回答をしていました。しかし、学力の向上には課題が見られました。学力の向上につなげるためには、日頃

から、家庭学習の習慣を身に付け、取り組んでいくことも大きく関係してきます。

毎年６年生対象で実施している「全国学力学習状況調査」の生活習慣に関わる調査結果を見ると、テレビやゲー

ム、YouTubeやSNS等のネット時間が年々増えています。つまり、家庭学習時間や読書時間は、どんどん減少して

いるといえます。

例えば、平日に２時間程度テレビやゲーム、YouTubeやSNSの時間をとっている子どもの一日をたどってみま

しょう。学校から帰る時刻は、高学年なら午後４時を過ぎます。友達と遊んで午後５時に帰宅し夕飯。（学童利用者は

午後６時～７時に帰宅）夕飯後、２時間程度テレビやゲーム、YouTubeやSNSに興じていたら午後９時近くになり、

お風呂に入ったら、もう就寝時間。ここからでは、学習する時間も気力もないと思います。

これを毎日続けていたとしたらどうでしょうか。授業中、「わかった！」「できた！」を実感することができたとして

も、時間の経過とともに何もしなければ、学習内容はどんどん忘れてしまいます。授業で学習した内容を、十分に理

解し定着させるためには、復習する時間が必要です。

このような状況を改善するためには、生活の中に家庭学習をする時間を工夫して取り入れることが大切です。テ

レビやゲーム、YouTubeやSNS等に興じる時間を、お子さんと話し合って決めるなど、ご家庭でのご協力をお願

いいたします。学習する内容は、漢字や計算の練習、授業で学習した教科の復習、読書等が取り組みやすいと思いま

す。また、興味関心をもっている事柄について、図鑑やタブレットを活用して調べる学習等も主体的な学びとなり、

大変効果的です。具体的には、配付済みの「家庭学習の手引き」をご活用ください。また、たくさんの称賛の言葉かけ

をしていただき、お子様の意欲の後押しをお願いいたします。
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１～３年生 交通安全教室を実施しました！
８日(木)、北川根小PTA交通安全母の会主催による、１～３年生児童を

対象とした交通安全教室を開催しました。まずは、水戸警察署交通課警察官

の方から交通安全についての講話をしていただきました。その後、1・２年

生は安全な歩行の練習を、３年生と自転車通学の１・２年生は道路での自

転車の乗り方についての学習をしました。 今後も学校では、交通安全に

ついて指導を継続して参りますので、ご家庭や地域におかれましても、引

き続きご指導･ご協力をお願いいたします。

なお、今回の交通安全教室では、以下の方々にたくさんのご協力をいただきまし

た。感謝申し上げます。

〈お世話になった方々〉・・・敬称を略させていただきました。

北川根小PTA交通安全母の会、水戸警察署交通第一課、水戸地区交通安全協会、

水戸地区地域交通安全活動推進委員(笠間市)、笠間市生活環境課

５年生 「ミシン、裁縫サポート隊」の皆様にお世話になりました！
１５日（木）、昨年度に引き続き笠間市地域ボランティ

ア「ミシン、裁縫サポート隊」の皆様に家庭科の授業支援

をお願いしました。今回は、５年生において、裁縫の基

本の学習をサポートしていただきました。

サポート隊の皆様は、笠間市生涯学習課主催の研修

を受講されているため、初めて針と糸を手にする児童

に対して、玉結びや玉どめ等、手縫いの基礎を丁寧に教えてくださいました。担任だけでは指導が十分に行き届

かないところを支援していただき、大変助かりました。
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